
冒
頭
、
同
セ
ン
タ
ー
代
表

が
「
き
ょ
う
は
通
算
25
回
目

の
体
験
講
座
で
す
」
と
述

べ
、
講
師
・
鳥

越
裕
子
氏
と
通

訳
者
・
片
山
久

美
子
氏
を
紹
介

し
ま
し
た
。

講
座
の
最
初
は
鳥
越
氏
の

体
験
談
で
す
。
鳥
越
氏
は

「
私
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
音

が
聞
こ
え
ず
声
も
出
せ
ま
せ

ん
。
小
学
部
３
年
に
な
っ
て

口
話
を
教
わ
る
の
で
す
が
、

難
し
か
っ
た
で

す
。
今
は
県
立

岡
山
聾
学
校
で

手
話
を
学
べ
る

の
で
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま

す
。
中
学
～
高
校
は
バ
レ
ー

部
に
入
り
ま
し
た
。
帰
り
に

は
疲
れ
て
電
車
の
放
送
も
聞

こ
え
ず
、
駅
で
寝
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

続
く
実
践
学
習
で
は
「
お

は
よ
う
・
こ
ん
に
ち
は
・
こ

ん
ば
ん
は
・
あ
り
が
と
う
」

な
ど
、
あ
い
さ
つ
や
苗
字
の

手
話
表
現
を
練
習
。
周
り
の

人
た
ち
と
交
代
し
な
が
ら

「
私
の
名
前
は
〇
〇
で
す
。

あ
な
た
は
？
」
「
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
い
っ
た

短
い
日
常
会
話
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。

こ
の
講
座
に
参
加
し
て
感

じ
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
話
し

合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
予
定

し
て
い
た
90
分
が
経
過
。
通

訳
者
・
片
山
氏
の
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
表
現
で
、
笑
い
が
絶

え
な
い
楽
し
い
勉
強
会
を
終

え
ま
し
た
。

受
講
者
は
閉
会
後
も
「
覚

え
て
は
忘
れ
る
こ
と
の
繰
り

返
し
」
「
と
に
か
く
楽
し
い

講
座
」
な
ど
と
明
る
い
表
情

で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
自
転
車
利

用
者
に
も
交
通
違
反
に
対
す

る
青
切
符
制
度
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
５
月
14
日
、

つ
ど
え
～
る
で
交
通
安
全
教

室
が
開
か
れ
、
市
民
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
開
会
。
講
師
の

井
原
警
察
署
交
通
課
・
松
原

巡
査
長
＝
写
真
＝
は
「
岡
山

県
で
昨
年
１
年
間
に
発
生
し

た
交
通
事
故
は
５
万
１
千
件

以
上
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

41
人
」
と
説
明
。

青
切
符
制
度
に
つ
い
て
は

①
迅
速
な
処
理
が
可
能
に
な

る
②
違
反
者
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
③
実
効
性
の
あ
る
責

任
追
及
が
可
能
に
な
る
と
、

導
入
前
後
の
違
い
を
詳
解
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
効
果
を
再
確
認
。
「
自
転

車
が
通
行
可
能
な
歩
道
は
標

識
で
判
断
で
き
る
」
と
の
説

明
に
、
参
加
者
は
う
な
ず
い

て
い
ま
し
た
。

４
件
の
質
問
に
対
し
て
松

原
巡
査
長
は
明
解
に
答
え
、

「
分
か
ら
な
い
こ
と
は
遠
慮

な
く
警
察
署
へ
電
話
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
60

分
間
の
充
実
し
た
交
通
安
全

教
室
を
終
え
ま
し
た
。
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不
明
な
点
は
井
原
署
へ

青
切
符
制
度
学
ぶ

手

話

体

験

講

座

市

民

30

人

が

参

加〝
み
ん
な
で
楽
し
く
お
な

じ
み
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

♪
〟
と
音
楽
療
法
で

若
返
り
教
室
（
野
宮

弘
恵
主
宰
）
が
５
月

30
日
、
つ
ど
え
～
る

で
無
料
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
50
人

は
簡
易
楽
器
を
使
っ

た
り
し
な
が
ら
「
み

か
ん
の
花
咲
く
丘
」

「
港
町
十
三
番
地
」

「
い
つ
で
も
夢
を
」

「
ブ
ル
ー
・
シ
ャ
ト

ウ
」
の
合
唱
を
楽
し

み
ま
し
た
。

終
盤
に
は
若
返
り
教
室
受

講
者
が
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
」
「
朧
（
お
ぼ
ろ
）
月

夜
」
の
２
曲
を
美
し
い
音
色

の
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
で
披
露

し
、
館
内
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

曜
体
操
で
健
康
に

ぼ
っ
け
え

元
気
体
操

若返り教室 懐
か
し
い
曲
を
合
唱

音 楽
療法で

２
０
２
６
つ
ど
え
～
る
手
話
体
験
講
座
が
６
月
21

日
、
井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
で
開

か
れ
市
民
30
人
が
受
講
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

覚
え
て
は
忘
れ
、

忘
れ
て
は
覚
え
る

つどえ～るでは毎週金曜
日午前９時３０分から〝ぼ
っけえ元気体操〟を行って
います。
健康増進・介護予防に役

立つ「いきいき１００歳体
操」(高知市)と「元気アッ
プ体操」(井原市)の二つの
曲に合わせて約４０分間、
身体を動かします。市民の
皆さま奮ってご参加くださ
い。

金



サ
ギ
の
生
態
を
学
習
す
る

井
原
市
文
化
協
会
・
井
原
野

鳥
倶
楽
部
主
催
の
野
鳥
セ
ミ

ナ
ー
が
７
月
４
日
、
つ
ど
え

～
る
で
開
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
つ
ど
え
～
る
指
定

管
理
者
が
「
井
原
野
鳥
倶
楽

部
は
３
年
前
、
市
制
施

行
70
周
年
記
念
事
業
で

市
の
鳥
制
定
に
貢
献
。

公
園
で
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
実
施
す
る
な

ど
活
発
な
活
動
団
体
で

す
」
と
述
べ
、
講
師
の

藤
井
聖
三
代
表
＝
円
内

写
真
＝
と
中
山
隆
史
氏

を
紹
介
し
ま
し
た
。

〝
お
部
屋
で
バ
ー
ド

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
Ⅳ
〟
と

題
し
た
こ
の
日
の
セ
ミ

ナ
ー
に
は
35

人
が
参

加
。
藤
井
氏
は
「
き
ょ

う
は
詐
欺
で
は
な
く
鳥
の
サ

ギ
の
お
話
で
す
」
と
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
会
場
を
和
ま

せ
、
本
題
に
入
り
ま
し
た
。

藤
井
氏
は
「
井
原
で
確
認

さ
れ
て
い
る
サ
ギ
は
現
在
８

種
類
。
そ
の
鳥
の
名
前
が
皆

さ
ん
分
か
り
ま
す
か
？
」
と

ス
ク
リ
ー
ン
の
画
像
を
示
し

な
が
ら
問
い
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
絶
滅
危
惧
種
や
分
布

状
況
、
鳥
と
人
の
骨
格
の
違

い
や
共
通
点
の
詳
解
が
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
白
い
コ
サ
ギ
・
チ

ュ
ウ
サ
ギ
・
チ
ュ
ウ
ダ
イ
サ

ギ
・
ダ
イ
サ
ギ
の
４
種
類
に

絞
り
、
大
き
さ
・
く
ち
ば
し

の
色
・
目
先
の
色
・
口
角
、

冠
羽
・
背
の
飾
り
羽
・
足
指

の
色
・
す
ね
の
色
の
違
い
や

特
徴
に
つ
い
て
深
く
学
習

し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
確
認
し

ま
し
た
。

最
後
に
藤
井
氏
が
「
井
原

野
鳥
倶
楽
部
は
鳥
の
こ
と
を

よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

で
地
道
な
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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今年も異常高温気象に見舞われる

のではないかと危惧されている日本

列島…。地球温暖化が進んでいる状

況からつどえ～るでは、クール施設

でひと休みして、熱中症から身体を

守ってほしいと避暑シェルタ―のポ

スターを作りました。井原駅前通り

を歩行中やトイレ利用の際には、遠

慮なく施設をご利用ください。

《要注意メモ》

・めまいやふらつきがある場合は、

熱中症の疑いがあります

・冷房の効いたところで休む

・楽な姿勢で横になる。顔面が蒼白

で脈が弱いときは足を高くする

・意識が正常な場合は、早めに水分

や塩分補給をする

・皮膚の温度が高いときは、水で濡

らして風を送り体温を下げる

【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・作業コーナー・パソコン
コーナー・展示コーナー・ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始
注）月曜日が祝日の場合、

翌日の火曜日は休館
注）ご利用には事前の申し

込みが必要

つどえ～るご利用メモ

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

備中西商工会青年部美星支部

（酒井 良樹）

まちづくり岡山ネットワーク

（山木 一郎）

さくらの家 （井上 知恵）

欅の杜塾 （藤井 護）

鳥羽踊り保存会

（佐藤 和行）

井原町まちづくりの会

（落合 政満）

井原はばたき会

（坂本 忠穂）

井原アローズジュニア

（高村 誠）

井原備中神楽保存会・小中学

生伝承教室 （藤井 和海）

倉掛自治連合会

（渡辺伸太郎）

井原市文化協会洋画部

（高橋 朋子）

井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）

たかやランニングクラブ

（高木 完二）

井原市グラウンドゴルフ協会

美星会 （田辺 建一）

猪清サロン スミレクラブ

（佐藤 誠）

井原手話サークル

（細羽 俊廣）

サロンあすは（片岡 宏文）

あんしん （小野 龍一）

やさい塾 （井上 輝彦）

井原笑いヨガ・キラキラ

（畑地 泉）

倉掛パソコンクラブ

（小倉 康定）

よしいかけはし

（池田 雅弘）

一般社団法人 未来野良

（野中 裕）

青野走ろう会（三宅 秀治）

井原まち歩きの会

（細羽 正敏）

県の里まちづくり推進協議会

（岡田 章文）

森近運平を語る会

（森山 誠一）

井原ゴルフキッズクラブ

（西山 徳之）

音楽療法で若返り教室

（野宮 弘恵）

井原野鳥倶楽部

（藤井 聖三）

つどえ～る卓球教室

（内田 博）

一般社団法人ｍⅰｍｏｚａ

（橋本 恭子）

井原トモツク会

（村上 匡徳）

きりえアートの会

（平川 孝之）

市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）

つどえ～る登録35団体

☀つどえ～るも熱中症予防施設

市
民
活
動
推
進
課
が
主
催

野
鳥
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ミ

ニ

情

報

☀屋内自販機有＆トイレ利用可

絶

滅

危
惧
種

野鳥倶楽部

まち協２団体 補助金申請

開
会
に
あ
た
り
、
同
課
の
唐
木
課
長
が

審
査
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
審

査
委
員
の
自
己
紹
介
に
続
き
、
木
之
子
地

区
振
興
協
議
会
と
野
上
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
２
団
体
が
活
性
化
へ
向
け
、
多

様
な
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
審
査
に
当
た
っ
た
の
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小

川
孝
雄
氏
ら
５
人
。
申
請
２
団
体
が
計
画

し
て
い
る
事
業
に
対
し
て
「
適
合
性
」

「
公
益
性
」
「
妥
当
性
」
「
発
展
性
」

を
中
心
に
、
質
問
や
意
見
交
換
が
積
極
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
文
書
で
通
知

さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
報
い
ば
ら
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

井原市市民活動推進課主催の令和８年度

がんばる地域応援補助金審査会(第２回)が

６月１８日、つどえ～るで開かれました。


